
「授業目的公衆送信補償金制度」
の利用実績調査に関する研修会

教育・学修支援センター／教務課
2022.03.09

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇時間になりましたので、これより「Web授業実施のための教室機器等操作研修会」を開催させていただきます。本日の研修会の運営スタッフの一人で、職員チームAの　●●課●●と申します。本日はご多忙の中、多くの職員の方が研修会へご参加くださり誠にありがとうございます。本日は衣笠、BKC、OICの3キャンパスおよびZoomを接続しての開催としております。まずはチームA統括である教学部の長谷川次長よりご挨拶を頂きます。衣笠より長谷川次長お願い致します。
〇はじめに、2020年度春学期は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、授業を急遽オンラインで行って頂く対応となりました。先生方におかれましては、授業準備のみならず、授業運営や学生対応など例年にはない対応が生じ、多大なご負担があったことと思います。ご対応いただきありがとうございました。
○さて、既にご存知のとおり、立命館大学では、新型コロナウイルス感染症の感染防止策を十分に取った上で、9月26日（土）より秋学期授業を開講します。授業の実施形態は、「秋学期授業実施に関わる基本方針」に基づき、「新型コロナウイルス感染拡大に対する立命館大学の行動指針（BCP）」の活動制限レベルに応じて対応していくことが基本となりますが、今後もWebを使った授業を行っていくことは当面続きます。
〇秋学期の開講に先立ち、本学では、Web授業と対面授業の併用も想定した教室設備の改修を行いました。具体的には、教室内に常設のカメラを設置し、授業のストリーミング配信が可能となる動画配信システムの新規導入も行っております。
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授業目的公衆送信補償金制度とは
授業目的公衆送信補償金制度は、 2018年5月著作権法改正に伴い、2020年4月28日
からICTを活用した教育での著作物利用の円滑化を図るため、
これまで認められていた遠隔合同授業以外での公衆送信についても、
「授業目的公衆送信補償金」を文化庁長官の指定する単一の団体、
一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（以下「SARTRAS」とする）に
支払うことで無許諾で行うことが可能となった制度のことです。
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2022年度、立命館大学は
本補償金を支払います。



改正著作権法第35条の「運用指針」
SARTRASより、教育現場での著作物利用のガイドラインとなる
「改正著作権法第35条運用指針（令和3（2021）年度版）」が公表されました。
⇒（一社）法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）
⇒改正著作憲法第35条運用指針（2021年度版）
※2022年度版はまだHPで公開されていないようです（2022/3/2時点）

＜参考＞
昨年度実施した「「授業目的公衆送信補償金制度」に関する説明会」のオンデマンド動画と資料は、
教育開発推進機構HPに掲載していますので、こちらからご確認ください。
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第35条でいう許諾不要の「公衆送信」とは
・公衆送信≠公開
・インターネット等を使って、授業目的で著作物の一部、または全部を教師―担当する児童生徒・
学生間で送受信したりする行為（クラウド・サーバー・電子メール・LMS・ファックス等）

＜例＞
・manaba+Rに掲載した資料
・ZoomやPanoptoで提示した資料

https://sartras.or.jp/
https://sartras.or.jp/archives/20201224/
https://secure.ritsumei.ac.jp/itl/archives/article.html/?id=166


利用実績調査とは

〇2022年度対象教育機関：立命館大学
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〇利用報告の入力について
報告が必要な例や、記入方法に関しては教育開発推進機構HPに掲載しています。
また、記録用シートも同ページに掲載しています。上記対象教育機関においては
学部からの指示がある場合は、そちらに従うようにお願いいたします。

教育開発推進機構HPはこちら

本制度は、著作物の利用実績に応じて、指定管理団体（ SARTRAS ）より権利者に対
して著作物の使用料が分配される仕組みであるため、教育機関における著作物の利用
実績の調査（利用報告）に応じる必要があります。
調査方法は、期間（1か月間）を限定したサンプル方式で、調査前にSARTRASより
該当月が指定されます。

対象機関 利用報告対象期間 報告締め切り
法学部 2022年4月 2022年5月31日
スポーツ健康科学部 2022年11月 2022年12月28日

https://secure.ritsumei.ac.jp/staff-all/itl/onlineclasses/copyright/


講師のご紹介
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御名前：岩尾 一史先生
（いわおかずし）

御職位：龍谷大学文学部准教授
文学部教務主任

御名前：秦 昌宏様
（はたまさひろ）

御職位：龍谷大学文学部教務課長

＜講師＞

龍谷大学・深津キャンパス

龍谷大学・大宮キャンパス

本日ご説明頂く内容は、昨年度「授業目的公衆送信補償金制度」の利用実績調査を
ご経験された龍谷大学様の経験談ですので、一事例としてお聞きください。
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